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鳥取地震，".)11翫唐

昭和1.8年

9月1.0日 鳥取地震の断層

高木 聖六 野依 良s*
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筆者の一入住営問也に緊念たる仕事をひかへてゐた身め，漸く翌年の5、月にたってやっと調査に

出かける事が出来た。じかしとの時はもう農耕も始まってゐたし，零の下にたって溶けた個所も多

忠亙ったので，詳しい調査は出来なかった。けれども筆者は私用にて，その年の12月初頭腸郷した際

吉岡断頃のみは詳らかは調査ナるを得たのである二

今度の断層は昭和18年9月10日の地震によるもので吉岡の南と鹿野の南に一本づっ雁行して出来，

Jた。

吉岡断層:ζの断層は吉岡温泉のナぐ南に南北に遁ヂる道絡を斜に横切って出来た。その水卒喰

遣は道路の所で60糎，落差別糎であり，北側が落ちて東に寄ってをるのである。とれば第1闘に示ナ

ゃう危地形の所にある。l1!Pち東西共~山があり，ちょう Eその中聞に出来たわけである o しかもと

れをよく見ると西の山を切断ナる事なく，正その麓の所で第1園の示ナやうにふJくれ上ってゐた。そ

第 1国吉岡騎居 れから東の山はかな P上まで赤土は切れてをるげれど¥

も，山頂に近づくに従ってその移動量はとかくたり，山

の岩盤で切れてをる所ば見営らなかった。それからそ

の山を東に越して叉沖積層に出たあたりは震度も相営

と思はれ， JII均等の崩壊もか制あつだ。しかし犬鰹

にして水平移動の見えるのは第2圏に示ナ範園だけで

あって，とムだけを見でをると，爾方の山から星雲給さ

れて中間の柔かい部分だけが切れたかの観を墨してをる。とれば舎って藤原咲卒博卒が北伊豆断居
(2) 

の設明陀用ゐ、られ?とやうなカが作用して出来たやうに思へる。それは銭道蛇曲現象を作ったカと同
(3) 

ーのものTは危からうか。ちょうど断層の走向と銭路の走向が450傾いてをるのも注目させる事で

ある。

鹿野断層:とれにつUては平野烈介投師の詳しい調査があるのでと Aには略ナ。
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